
政
は
虎
よ
り
も
猛
な
り
」
な
ど
ト
ラ
は
よ
く
出
て
く
る
。

　
「
三
人
、
虎
を
成
す
」
は
紀
元
前
四
世
紀
ご
ろ
の
魏

の
た
と
え
話
。
一
人
が
「
市
場
に
ト
ラ
が
あ
ら
わ
れ

た
。」
と
デ
マ
を
言
っ
て
も
誰
も
信
じ
な
い
が
、
そ
ん

な
デ
マ
で
も
三
人
が
言
う
と
信
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
、
と
い
う
人
間
心
理
の
危
う
さ
を
指
摘
し
た
戒
め
。

　
「
苛
政
は
虎
よ
り
も
猛
な
り
」
は
、
山
東
省
の
泰
山

の
麓
の
故
事
。
義
父
と
夫
、
息
子
を
相
次
い
で
ト
ラ
に

殺
さ
れ
た
女
性
が
、
墓
の
前
で
号
泣
し
た
。
孔
子
が

「
な
ぜ
引
っ
越
さ
な
い
の
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
「
苛

政
が
な
い
か
ら
で
す
。」
と
答
え
た
。
山
東
省
あ
た
り

も
、
昔
は
人
食
い
ド
ラ
が
た
く
さ
ん
い
た
の
だ
。

　

北
宋
の
末
を
舞
台
に
し
た
古
典
小
説
『
水
滸
伝
』
で

も
、
武ぶ

松し
ょ
う

の
虎
退
治
と
か
、
李り

逵き

が
虎
に
母
親
を
食

い
殺
さ
れ
る
話
が
出
て
く
る
。

　

明
や
清
の
時
代
に
な
る
と
、
人
口
の
増
加
や
農
地
の

拡
大
が
進
み
、
中
国
本
土
で
は
人
食
い
ド
ラ
の
話
は
あ

ま
り
聞
か
な
く
な
る
。

　
『
山
月
記
』
は
、
ま
だ
野
生
の
ト
ラ
が
豊
富
に
生
息

し
て
い
た
八
世
紀
の
話
で
あ
る
。

『
淮え

南な
ん

子じ

』
に
も
出
て
く
る

　
『
山
月
記
』
の
李
徴
は
、
ス
ト
レ
ス
の
あ
ま
り
発
狂

し
、
ト
ラ
に
変
身
す
る
。
オ
オ
カ
ミ
で
も
ク
マ
で
も
な

く
、
ト
ラ
で
あ
る
。
実
は
発
狂
し
て
ト
ラ
に
変
身
し
た

事
例
は
、
李
徴
が
初
め
て
で
は
な
い
。

　

前
二
世
紀
に
成
立
し
た
漢
文
古
典
『
淮
南
子
』
は
、

故
事
成
語
「
塞
翁
が
馬
」
の
出
典
と
し
て
も
有
名
だ
。

『
山
月
記
』
と
中
国
の
原
話

　

中
島
敦
の
短
編
小
説
『
山
月
記
』
の
原
作
が
、
中
国

の
『
人
虎
伝
』
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
人
虎
伝
』
は
、
唐
の
張
読
の
伝
奇
短
編
集
『
宣
室

志
』
の
中
の
一
篇
「
李
徴
」（『
太
平
広
記
』
巻
第
四
二

七
に
収
録
）
に
脚
色
を
加
え
た
も
の
で
、
撰
者
は
李
景

亮
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
。

　

中
島
は
、
中
国
の
原
話
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、
細
か

い
点
は
か
な
り
変
え
て
い
る
。
原
話
の
李
徴
は
唐
の

「
皇
族
の
子
」
で
名
門
だ
が
、
中
島
は
李
徴
の
家
柄
に

つ
い
て
は
削
っ
た
。
人
食
い
ド
ラ
に
変
身
し
て
し
ま
っ

た
主
人
公
が
、
旧
友
と
偶
然
に
再
会
し
て
か
わ
す
会
話

の
内
容
に
も
、
中
島
は
脚
色
を
加
え
て
い
る
。

　

ヒ
ト
が
発
狂
し
て
ト
ラ
に
変
身
す
る
、
と
い
う
怪
談

は
中
国
的
だ
。
ち
な
み
に
西
洋
で
は
、
ト
ラ
の
代
わ
り

に
、
ヒ
ト
が
オ
オ
カ
ミ
に
変
身
す
る
現
象
を
指
す
「
リ

カ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」lycanthropy

と
い
う
専
門
用
語
が

あ
る
ほ
ど
、
人
狼
説
話
が
多
い
。

ト
ラ
が
多
か
っ
た
昔
の
中
国

　

今
の
中
国
に
野
生
の
ト
ラ
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
ロ

シ
ア
と
の
国
境
の
近
く
に
、
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
が
、
細
々

と
生
き
残
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
か
つ
て
中
国
の
広

大
な
地
域
に
生
息
し
て
い
た
ア
モ
イ
ト
ラ
も
、
保
護
区

以
外
の
野
生
種
は
絶
滅
し
た
。

　

人
口
が
少
な
か
っ
た
こ
ろ
の
古
代
の
中
国
で
は
、
野
生

の
ト
ラ
が
数
多
く
生
息
し
て
い
た
。
漢
文
の
故
事
成
語

に
も
「
狐
、
虎
の
威
を
借
る
」「
三
人
、
虎
を
成
す
」「
苛

『山月記』の周辺
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た
く
、
ど
ん
な
に
、
恐
ろ
し
く
、
哀
し
く
、
切
な
く
思

っ
て
い
る
だ
ろ
う
！  

お
れ
が
人
間
だ
っ
た
記
憶
の
な

く
な
る
こ
と
を
。」
こ
こ
は
、『
淮
南
子
』
の
「
二
者
代

謝
し
舛
馳
し
て
、
各
々
其
の
形
と
成
る
を
楽
し
む
な

り
。」
と
い
う
達
観
と
は
対
照
的
だ
。

霊
獣
に
お
け
る
ト
ラ
の
位
置

　

ト
ラ
は
実
在
の
動
物
だ
が
、
霊
獣
で
も
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
四
神
」
は
東
の
青
龍
、
南
の
朱
雀
、
西
の
白
虎
、

北
の
玄
武
を
指
す
。
実
力
伯
仲
の
英
雄
の
争
い
を
「
龍

虎
の
戦
い
」
と
呼
ぶ
。
ト
ラ
は
オ
オ
カ
ミ
や
ヒ
ョ
ウ
、

ク
マ
な
ど
よ
り
格
上
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、
ト
ラ
は
地
上
に
生
息
す
る
動
物
で
あ
る

た
め
、
龍
や
鳳
凰
、
麒
麟
な
ど
ハ
イ
ク
ラ
ス
の
霊
獣
よ

り
は
格
下
で
あ
る
。
中
国
の
歴
代
王
朝
の
皇
帝
と
皇
后

は
、
そ
れ
ぞ
れ
龍
と
鳳
凰
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
。
龍
た

る
皇
帝
に
仕
え
る
精
鋭
部
隊
は
「
虎こ

賁ほ
ん

」（
虎こ

奔ほ
ん

つ
ま

り
勇
躍
奔
走
す
る
ト
ラ
）
と
呼
ば
れ
た
。

　

李
徴
は
龍
で
は
な
く
ト
ラ
に
な
っ
た
。
一
介
の
人
間

が
、
皇
帝
の
象
徴
で
も
あ
る
龍
に
変
身
す
る
の
は
、
説

話
と
い
え
ど
も
中
国
で
は
不
自
然
で
あ
る
。
な
お
『
龍

の
子
太
郎
』
の
主
人
公
の
母
親
は
ヒ
ト
か
ら
龍
に
変
身

す
る
が
、
こ
れ
は
民
話
で
は
な
く
、
故
・
松
谷
み
よ
子

氏
に
よ
る
創
作
童
話
で
あ
る
。

　
『
山
月
記
』
は
、
一
見
す
る
と
荒
唐
無
稽
な
変
身
譚

だ
が
、「
自
分
」
と
い
う
存
在
の
本
質
的
な
危
う
さ
、

と
い
う
人
間
の
リ
ア
ル
を
浮
き
彫
り
に
し
た
傑
作
で
あ

る
。
人
は
誰
し
も
、「
虎
」
に
な
り
う
る
の
だ
。

者
は
ぐ
る
ぐ
る
逆
向
き
に
め
ぐ
り
つ
つ
、
自
分
の
現
在

の
形
態
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

中
島
敦
の
脚
色

　
『
淮
南
子
』
と
い
う
本
の
執
筆
ス
タ
ン
ス
は
、「
塞
翁

が
馬
」
の
故
事
の
く
だ
り
も
そ
う
だ
が
、
プ
ラ
ス
も
マ

イ
ナ
ス
も
一
連
の
連
続
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
達

観
し
よ
う
、
と
い
う
道
家
思
想
の
色
が
濃
い
。
人
生
の

吉
凶
禍
福
も
、
歴
史
の
治
乱
興
亡
も
、
自
然
界
の
生
生

流
転
も
、
実
は
連
続
し
た
流
れ
な
の
で
、
自
分
の
好
き

な
と
こ
ろ
だ
け
を
切
り
取
れ
な
い
。
ど
れ
が
良
く
て
ど

れ
が
悪
い
と
い
う
判
断
も
、
人
知
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
荘
子
が
「
胡
蝶
の
夢
」
の
寓
話
で
説
い
た
よ
う

に
、
現
実
と
夢
の
区
別
す
ら
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。

そ
ん
な
主
張
の
な
か
で
「
牛
哀
、
虎
と
化
す
」
の
故
事

が
出
て
く
る
。

　

中
島
敦
が
描
く
李
徴
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
い
っ
た
い
、
獣
で
も
人
間
で
も
、
も
と
は
何
か
ほ

か
の
も
の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
初
め
は
そ
れ
を
覚
え
て

い
る
が
、
し
だ
い
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
初
め
か
ら
今
の

形
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
？
」
こ
の
独
白
は
原
典
に
は
な
く
、
中
島
の
脚
色
で

あ
る
。
そ
の
口
吻
は
『
淮
南
子
』
の
「
其
の
虎
と
為
る

に
方
り
て
は
、
其
の
嘗
て
人
為
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

其
の
人
と
為
る
に
方
り
て
は
、
其
の
且
く
虎
為
る
を
知

ら
ざ
る
な
り
。」
と
、
少
し
近
い
。

　

中
島
が
描
く
李
徴
は
、
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
未
練
を
い
だ
き
、
苦
し
む
。「
あ
あ
、
ま
っ

こ
の
『
淮
南
子
』
俶し

ゅ
く

真し
ん

訓く
ん

に
、
公
牛
哀
と
い
う
人
物

が
病
気
で
ト
ラ
に
な
っ
た
事
件
を
載
せ
る
。

「
昔
公
牛
哀
転
病
也
、
七
日
化
為
虎
。
其
兄
掩
戶
而
入

覘
之
、
則
虎
搏
而
殺
之
。
是
故
文
章
成
獣
、
爪
牙
移
易
、

志
与
心
変
、
神
与
形
化
。
方
其
為
虎
也
、
不
知
其
嘗
為

人
也
。
方
其
為
人
也
、
不
知
其
且
為
虎
也
。
二
者
代
謝

舛
馳
、
各
楽
其
成
形
。」

　

訓
読
で
読
み
下
す
と
―
昔
、
公
牛
哀
の
転て

ん

病ぺ
い

す
る
や
、

七
日
に
し
て
化
し
て
虎
と
為
る
。
其
の
兄
、
戶
を
掩お

お

ひ

て
入
り
て
之
を
覘う

か
が

へ
ば
、
則
ち
虎
は
搏う

ち
て
之
を
殺

す
。
是
の
故
に
文
章
は
獣
と
成
り
、
爪
牙
は
移
易
し
、

志
は
心
と
与と

も

に
変
り
、
神
は
形
と
与
に
化
す
。
其
の
虎

と
為な

る
に
方あ

た

り
て
は
、
其
の
嘗
て
人
為た

る
を
知
ら
ざ
る

な
り
。
其
の
人
と
為
る
に
方
り
て
は
、
其
の
且し

ば
ら

く
虎

為た

る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
二
者
代
謝
し
舛せ

ん

馳ち

し
て
、

各
々
其
の
形
と
成
る
を
楽
し
む
な
り
。

　

だ
い
た
い
の
意
味
は
―
昔
、
公
牛
哀
と
い
う
人
が
い

た
。（
春
秋
時
代
の
魯
の
人
、
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

こ
の
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。）
彼
は
「
転
病
」

つ
ま
り
人
間
以
外
の
モ
ノ
に
変
化
す
る
と
い
う
奇
病
に

か
か
り
、
七
日
目
に
ト
ラ
に
な
っ
た
。
公
牛
哀
の
兄
は
、

部
屋
の
扉
を
少
し
あ
け
、
中
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
。

す
る
と
、
ト
ラ
と
化
し
た
弟
は
兄
に
打
ち
か
か
り
、
殺

し
て
し
ま
っ
た
。
皮
膚
や
爪
や
牙
な
ど
の
外
見
だ
け
で

な
く
、
心
も
す
っ
か
り
野
獣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ト
ラ
に
な
る
時
に
は
自
分
が

か
つ
て
ヒ
ト
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
、
ヒ
ト
と
な
る
時
に

は
自
分
が
い
っ
と
き
ト
ラ
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
。
両

5


